
Scope1・2温室効果ガス SBT認定取得 TCFD提言に沿った情報開示 JFR環境マネジメント体制の構築 温室効果ガス削減取り組み策 ESGモデル店舗

JFRグループでは、代表執行役社長を委員長としたサス
テナビリティ委員会を半期に一度開催することにより、温
室効果ガス排出量削減目標達成に向けた、各事業会社の
実行計画の共有および進捗状況の管理を行っています。さ
らに、取締役会ではサステナビリティ委員会で論議された
内容の報告を受け、ESG課題への長期目標や取り組み進
捗についての監督・論議を行っています。

また、各事業会社においても個別に温室効果ガス削減目
標を設定しています。大丸松坂屋百貨店と消費科学研究
所の2社は、ISO14001環境マネジメントシステムの認証
を取得し、年に1回、外部による監査を受審するなど、環境
活動を推進しています。

今後も、当社グループは温室効果ガス削減目標達成に
向けて、環境マネジメントにおけるガバナンスの強化に努
めていきます。

事業会社ごとの目標設定 環境データ算定・集計ルールの策定
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環境ガバナンス ●各社集計体制整備
データ統合 ●グループデータ集計
　 ●データエラーチェック
ステークホルダー対応 ●環境データ開示
　 ●投資家エンゲージメント
施策 ●対応策進捗確認
　 ●対応策策定サポート

データ統合 ●データエラーチェック
施策 ●対応策立案・実施
　 ●対応策進捗確認

環境ガバナンス ●各拠点集計体制整備
データ統合 ●グループデータ集計
　 ●データエラーチェック
施策 ●対応策進捗確認
　 ●対応策策定サポート

JFRグループ環境データ算定・集計体制図

JFR環境マネジメント体制の構築

JFRグループは、国内外において、百貨店店舗や事務所
など400を超える活動拠点を展開しています。温室効果ガ
ス排出量削減目標達成のために、当社グループの事業会
社別および拠点別での温室効果ガス排出量を正確に算定
するなど、グループ全体で標準化された環境データ算定・
集計の仕組みが必須であると認識しました。その基盤づく
りの一環として、2019年6月、Scope1･2温室効果ガス
排出量算定・集計ルールを策定しました。

そのプロセスでは、はじめに、当社グループのScope1･2
温室効果ガス排出量算定・集計の範囲の設定を行いました。
温室効果ガス排出量算定・集計データの網羅性を確保する

ため、Scope1･2に該当する当社グループの活動拠点、期
間、排出ガスの種類を明確にしました。

次に、温室効果ガス排出量を月度単位で進捗管理する
仕組みを整備しました。温室効果ガス排出量算定・集計デー
タの正確性を確保するため、月度の環境データ入力および
チェック体制、またエネルギー使用実績の裏づけとなる証
書類の管理方法等を明確にしました。

2020年には、環境パフォーマンスデータ管理システム
を導入しました。これにより、温室効果ガス排出量の算定・
集計の効率化と正確性が向上し、温室効果ガス削減に向
けたガバナンス強化による進捗管理を強化します。
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LR独立保証声明書 
J.フロントリテイリング株式会社の統合報告書 2020 に記載された
2019 年度温室効果ガス排出量に関する保証 
 
 
この保証声明書は、契約に基づいて J.フロントリテイリング株式会社に対して作成されたものであり、 
報告書の読者を意図して作成されたものである。 
 
保証業務の条件 
ロイド レジスター クオリティ アシュアランス リミテッド（以下、LRという） は、J.フロントリテイ
リング株式会社（以下、会社という）からの委嘱に基づき、統合報告書 2020 に記載された 2019 年度
（2019年 3月 1日～2020年 2月 29日）の会社の温室効果ガス（GHG）データ（以下、報告書という）
に対して、検証人の専門的判断による重要性水準において、ISO14064-3 を検証基準として用いて、限
定的保証レベルの独立保証業務を実施した。 
 
我々の保証業務は、会社とその国内外連結会社における運営及び活動、以下の要求事項を対象とする。 
 報告書が会社の定める報告手順に従っていることの検証 
 以下の選択された GHG排出量データの正確性及び信頼性の評価 

 

GHG排出量データ 1 
o GHG排出量スコープ 1 （トン CO2e） 
o GHG排出量スコープ 2 （トン CO2e） 
o GHG排出量スコープ 3 （トン CO2e） 

 
保証業務の範囲は、会社のサプライヤー及び業務委託先、その他報告書で言及される第三者に関する

データ及び情報を除くものとする。 
 
LRの責任は、会社に対してのみ負うものとする。脚注で説明されている通り、LRは会社以外へのいか
なる義務または責任も放棄する。会社は、報告書内のすべてのデータ及び情報の収集、集計、分析、

公表、及び報告書の基となるシステムの効果的な内部統制の維持に対して責任を有するものとする。

報告書は会社によって承認されており、その責任は会社にある。 
 
検証意見 
LRの保証手続きにおいて、会社が 
 上述の要求事項を満たしていない 
 正確で信用できる GHG排出量を開示していない 
ことを示す事実は認められなかった。この保証声明書で表明された検証意見は、限定的保証水準及び

検証人の専門的判断による重要性に基づいて形成された。 
 
注：限定的保証業務の証拠収集は、合理的保証業務に比べて少ない範囲で行われ、各拠点を訪問して元データを確認するより集

計されたデータに重点を置いている。従って、限定的保証業務で得られる保証水準は合理的保証業務が行われた場合に得られ

る保証に比べて実質的に低くなる。 
 
保証手続 
LR の保証業務は、ISO14064-3 に従って実施された。保証業務の証拠収集プロセスの一環として、以下
の事項が行われた。 
 報告書内に重大な誤り、記載の漏れ及び誤りが無いことを確認するための会社のデータマネジメ

ントシステムを審査した。LR は、内部検証を含め、データの取り扱い及びシステムの有効性をレ
ビューすることにより、これを行った。また、データの集計を行い、報告書を作成する、主要な

関係者へのインタビューを実施した。 
                                                     

1 GHGの定量化には固有の不確かさが前提となる。 
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 サンプリング手法を用いて、集計されたデータの再計算と元データとの突合を行った。 
 GINZA SIXに関して、複数のパートナーが共同で財務支配力を有する事業における算定の原則に従い

GHG排出量の持分比率分が適切に計上されていることを確認した。 
 Stage1 では Zoom を用いたリモート検証を実施した。リモート審査は国際的な新型コロナウイルス
感染拡大防止のため、会社の「ノービジターポリシー」（訪問者の職場への入場制限）に従ったも

のである。 
 データの収集及び記録管理の実施状況を確認するため、J.フロントリテイリング株式会社（本社）、
株式会社大丸松坂屋百貨店（松坂屋上野店）、株式会社パルコ（調布パルコ）を視察した。 
 

観察事項 
会社は、本体と子会社の双方における強固な内部管理システムを構築することにより、今後のGHGデ
ータの報告において、完全性、正確性、信頼性を更に向上することが期待される。 
 
基準、適格性及び独立性 
LRはISO14065 温室効果ガス－認定又は他の承認形式で使用するための温室効果ガスに関する妥当性確
認及び検証を行う機関に対する要求事項、ISO17021-1 適合性評価－マネジメントシステムの審査及び
認証を行う機関に対する要求事項 –第1部 要求事項 の認定要求事項に適合する包括的なマネジメントシ
ステムを導入し、維持している。これらは国際会計士倫理基準審議会による国際品質管理基準1と職業
会計士の倫理規定における要求も満たすものである。 
 
LRは、その資格、トレーニング及び経験に基づき、適切な資格を有する個人を選任することを保証す
る。全ての検証及び認証結果は上級管理者によって内部でレビューされ、適用された手続が正確であ

り、透明であることを保証する。 
 
LRが会社に対して実施した業務はこの検証のみであり、それ自体が我々の独立性あるいは中立性を損
なうものではない。 

 
署名 2020年 7月 9日 

    
柴田美典                         
LR主任検証人 
ロイド レジスター クオリティ アシュアランス リミテッド 
神奈川県横浜市西区みなとみらい 2-3-1 クイーンズタワーA 10F  
 
LR reference: YKA00000726 
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that contract. 
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versions translated into other languages.  
 

This Assurance Statement is only valid when published with the Report to which it refers. It may only be reproduced in its entirety. 
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JFRグループは、ステークホルダーに公表する環境マネ
ジメント体制の実効性やエネルギー使用量および温室効
果ガス排出量実績値に関して、第三者機関により正確性お
よび信頼性を確保し評価されることが、着実な削減に向け
て重要であると考えています。そのため、2019年7月、当
社グループとして初めて2017年度および2018年度の
Scope1・2のエネルギー使用量および温室効果ガス排出
量、また、その算定方法や適切性について、ロイドレジスター 
クオリティ アシュアランス リミテッドによる独立保証声明書
を取得しました。

第三者機関における検証のプロセスとして、J.フロント 
リテイリングにおける算定・集計データのガバナンスの実
効性の検証を実施しました。また、当社グループの温室効
果ガス排出の現状を踏まえた、大丸松坂屋百貨店およびパ

第三者保証の取得
ルコの主要店舗の実地検証を実施しました。第三者機関か
らは、グループ全体で400を超える拠点のエネルギー使用
実績を網羅的に算定・集計できていることや、それぞれのデー
タの裏づけが取れる証書等によって正確に算定・集計でき
ていることなどが評価されました。　

 また、2020年7月、2019年度Scope1･2温室効果ガ
ス排出量とともに、当社グループとして初めて、Scope3温
室効果ガス排出量についても、第三者保証を取得しました。

今後も、Scope1･2およびScope3温室効果ガス排出量
算定・集計の精度向上のため、環境マネジメントの構築に取
り組んでいきます。

2019年度環境パフォーマンスデータ（Scope1・2）

2019年度 対前年（％）

温室効果ガス排出量（t-CO2） 162,508 ▲11.0

電力使用量（kWh） 327,850,834 ▲13.0

都市ガス使用量（㎥N） 5,125,938 ▲4.5

蒸気・冷温水使用量（MJ） 247,428,327 4.2

重油使用量（kl） 6 0.0

ガソリン使用量（kl） 559 ▲14.7

天然ガス使用量（㎥N） 863 ▲20.3

フロン（kl） 2,140 0.2

※ロイド レジスター クオリティ アシュアランス リミテッドによる第三者保証を取得

JFRグループ　事業会社別温室効果ガス排出量
2019年度

排出量（t-CO2） シェア（%） 対前年（%）
（株）大丸松坂屋百貨店 ※1 119,753 73.69 ▲12.9
（株）パルコ ※2 40,214 24.75 ▲4.2
（株）JFRカード 16 0.01 ▲5.2
（株）J.フロント建装 375 0.23 ▲29.8
（株）ディンプル 94 0.06 ▲18.4
大丸興業（株） ※3 266 0.16 ▲42.4

（株）J.フロントフーズ 348 0.21 ▲10.5
（株）消費科学研究所 127 0.08 ▲21.8
（株）エンゼルパーク 887 0.55 ▲5.3
（株)JFR情報センター 273 0.17 ▲26.9
J.フロントリテイリング（株） 155 0.1 ▲3.4
J.フロント リテイリンググループ 合計 162,508 100.00 ▲11.0

※1 （株）大丸松坂屋セールスアソシエイツ、
（株）大丸松坂屋友の会、JFRカード（株）、
（株）JFRサービス、（株）博多大丸、（株）
高知大丸、（株）下関大丸を含む。

※2 （株）ヌーヴエイ、（株）パルコスペースシ
ステムズ、（株）パルコデジタルマーケ
ティング、PARCO（Singapore）Pte Ltd、

（株）ジャパン・リテール・アドバイザー
ズを含む。

※3 大丸興業国際貿易（上海）有限公司、大
丸興業（タイランド）（株）、台湾大丸興
業股份有限公司を含む。

JFRグループ　温室効果ガス排出量およびエネルギー使用量※

独立保証声明書

Scope3 温室効果ガスについて

Scope1・2温室効果ガス SBT認定取得 TCFD提言に沿った情報開示 JFR環境マネジメント体制の構築 温室効果ガス削減取り組み策 ESGモデル店舗
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